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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １５ 

令和 ６年１１月２８日 

午前・午後 １時５５分    

議会名 令和  6  年 第 6 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 21 番     春 山 敏 明 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

1，佐野市審議会等への女性登

用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2，第２次佐野市総合計画中期

基本計画最終年の「令和７年

度予算編成」について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 佐野市審議会等における女性人数の合計と割合

を伺う。 

② 「佐野市男女共同参画プラン(第３期)」の第６

章、計画の推進の第４節「数値目標」における

「指標６、審議会等委員に占める女性の割合」

と、「指標７、市の行政分野における指導的地位

に占める女性の割合」より、「数値目標」の令和

６年度目標値の現況値の所見について伺う。 

③ 本市審議会等の女性市民登用を制度化している

か伺います。 

 

① 「令和７年度は計画の達成に向け、より一層推

進を図る必要がある。国際戦略や国際防災拠点

さのといった新たな視点でのまちづくりや、人

口減少や少子高齢化等に起因する本市の様々な

課題を克服する上で、コンパクトシティの実

現、SDGsやスマートシティの推進といった『施

策横断的』な取組を進めてまいりたい」とする

『施策横断』の枠組み方法について伺いたい。 

② 「歳出では、施設の統廃合や各事業の見直しな

ど、様々な方策を全庁的に講じてきたところで

すが、経常収支比率が悪化傾向にあり財政の硬

直化が進んでいる」ことで、更に「新たな視点

による改革・改善に取り組む必要がある」とし
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3，持続可能で強靱、そして市

民生活の質の向上を目指す

「令和７年度佐野市行政経営

方針」より「重点施策の選定と

各施策の取組方針」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た「新たな視点による改革・改善」について伺

いたい。 

③ 「経常的な経費については、『課別枠配分』と

し、各課のマネジメントによる、創意工夫や弾

力的な予算を編成することで、事務事業の整

理・統合や経費の節減を一層進め、限られた財

源の有効活用を図る」とあります。そこで『課

別枠配分』という配分方法が示されたが、庁内

全課が対象となるのか伺う。 

 

 

① 「企業誘致の促進」(重点施策)より、「地域未来

投資促進法に基づく重点促進区域に位置付けた

植下町 65㌶に関し、積極的に企業誘致を図る」

とした次年度構想について伺う。 

 

② 「中心市街地及び地域市街地の活性化」より、

「株式会社足利銀行佐野支店跡地を中心とし、

民間主導によりまちなかエリアの価値を高める

ための具体策について取りまとめを行う」こと

について伺う。 

 

③ 「歴史・文化資源の継承と保存」より、「天明鋳

物生産用具の保管等について、必要となる保管

場所(収蔵庫)の規模、機能等を検討し、閉校し

た学校など公共施設改修等を想定したシミュレ

ーションを行う」ことについて伺う。 

 

④ 「都市ブランド戦略の推進」より、「市民の郷土

愛の醸成を図るため、本市の魅力を集約し、市

民向けに発信する取組を検討する」ことについ

て伺う。 

 

⑤ 「特色ある教育と心の教育の推進」(重点施策)

より、「義務教育学校の成果と課題、地域の実情

を生かし、かえで義務教育学校の教育課程の編

成に関する指導・支援を行う」ことについて伺

う。 

 



 3 / 3 

 

⑥ 「安全で安心して学べる教育環境の整備」(重点

施策)より、「小中一貫校の通学用バスについ

て、運行上の課題を把握し、効果的な活用方法

を検討する」ことについて伺う。 

 

⑦ 「消防・防災体制の充実・強化」(重点施策)よ

り、「震災時においても消防活動に必要な水利を

確保するため、耐震性防火水槽や消火栓の設

置・整備を行う」ことについて伺う。 

 

⑧ 「交通安全・防犯・消費者対策の推進」より、

「これまでの見守り活動の普及・啓発に加え、

デジタル技術等を活用した広報活動をさらに強

化し、市民の防犯意識の高揚を図る」ことにつ

いて伺う。 

 

⑨ 「快適で質の高い住環境の整備」(重点施策)よ

り、「住宅などの建築物の耐震化を促進するた

め、広報さのや市ホームページ等による周知に

加え、戸別訪問により住宅の耐震化の補助制度

について直接市民へ啓発を行う」ことについて

伺う。 

 

⑩ 「公共交通網の整備」より、「現在実施している

施策や事業の進捗状況を評価・検証し、更なる

公共交通の利便性向上に向けた課題の抽出や整

理を行い、第 2次佐野市地域公共交通計画を策

定する。また、デジタル化や新たな輸送サービ

スの導入に向けた、新モビリティサービス事業

計画を策定する」ことについて伺う。 

 

⑪ 「公共交通網の整備」より、「新たなサイクル＆

バスライド駐輪場の指定や利用者の拡大に向け

た普及促進活動に取り組み、生活路線バスの利

用促進とバス利用者の利便性向上を図る」こと

について伺う。 

 

 


